
　私は、都市に生かされている。他者によって
生かされている。なのに、私たちは繋がってい
ない。ずっと繋がりあえない。都市では無限に
そのようなことが起こりえる。
　だが、「はかない」糸のようなもので私たちは、
きっと繋がりあっているのだろう。それが、私
の考える「和」である。
　敷地は店舗が並び、様々なイメージが飛び交
う「浅草」のアーケード。人々が行きかう歩道
の真ん中に視線を遮る障壁を挿入する。

　人々は、浅草のイメージが強制的にさえぎら
れる。その時きっと各々に内在する他者との「は
かない」糸が見えてくるだろう。
　意識の中の都市が、再び継りあう。
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